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感染寄生虫の中間宿主はどれか。６糞便検査で検出された虫卵の写真を示す。

ａウシ

ｂサケ

ｃヘビ

．モクズガニ

ｅミヤイリガイ

１チェーンソーによる局所振動障害の症状はどれか。３つ選べＣ

ａ低巾序

ｂ溶血'性貧血

cRaynaud現象

ｄ感覚障害

e肘関節の変形

－２０５－２－

２手根管の外にあるのはどれか。

ａ長掌筋

ｂ正中神経

ｃ浅指屈筋

ｄ深指屈筋

ｅ長栂指屈筋
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３医原病の組合せで誤っているのはどれか。

７世界保健機関くWHO>の任務として誤っているのはどれか。

ａ専門家派遣による技術･協力

ｂ国際間の伝染病対策

ｃ疫学・統計サービスの確立・維持

ｄ災害時の緊急対策

ｅ男女の雇用機会平等

アザラシ肢症

スモン病

網膜症

骨髄抑制

問質性肺炎

サリドマイド
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キノホルム

クロロキン

ａテトラサイクリ

ｂカプトプリルー

ｃインターフェロ

ｄトルプタミドー

ｅプラバスタチン

インターフェロン
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４監察医制度について正しいのはどれか。

ａ日本の大部分で施行されている。

ｂ解剖に遺族の承諾が必要である。

ｃ監察医は知事が任命する。

ｄ主に司法解剖が行われる。

ｅ検案は主に警察医が行う。

８妊娠による母体変化として正しいのはどれか。

ａ残気量の増加

ｂ基礎代謝の低下

ｃ消化管運動元進

ｄ血液凝固能元進

ｅ循環血液量減少

５薬物相互作用により間質性肺炎をきたす組合せはどれか。

９家族性腺腫性ポリポーシスについて正しいのはどれか。

ａ若年で発症する。

ｂ常染色体劣性遺伝をする。

ｃ大腸癌が発生することは少ない。

ｄポリープの数は１００個以下のことが多い。

ｅミスマッチ修復系の遺伝子に異常がある。

鉄剤

フロセミド

小柴胡湯

ワルファリン

フイブレート



－２０５－３－

「

Ｆ
凶

2010(H22)年度6年生総合試験問題

１５内臓悪性腫傷のデルマドロームでないのはどれか。

ａ黒色表皮腫

ｂＳｗｅｅｔ病

cOsler結節

dLeser-Tr61at徴候

ｅ壊死性遊走性紅斑

１０ホルモンと分泌器官の組合せで誤っているのはどれか。

脳下垂体

副腎髄質

腎臓

甲状腺

卵巣
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１６正常妊娠の成立で正しいのはどれか。

ａ受箱は卵管狭部で起こる。

ｂ妊卵は桑実旺で着床する。

ｃ妊卵は子宮筋層に着床する。

ｄ着床は受精後約2週間で始まる。

ｅ妊娠黄体は多量のプロケステロンを分泌する。

１１大脳白質に最も豊富に存在する神経豚細胞（グリア細胞）はどれか。

a小I多細胞

ｂ上衣細胞

c星状膿細胞

dｼｭﾜﾝ細胞

ｅ希突起膿細胞
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１３尿閉の原因として、誤っているのはどれか。２つ選べ。

ａ腎結石

ｂ尿管狭窄

ｃ尿道狭窄

ｄ神経因性｣傍眺

ｅ前立腺肥大症

１２精神保健について正しいのはどれか。

ａ糖神保健指定医は学会により認定される。

ｂ糊神科デイケアには介謹保険が適用される。

ｃ医療保護入院には本人の同意が必要である。

ｄ精神保健福祉センターは各市町村に設置されるｏ

ｅ緒ﾈ''１障害者には精神作用物質による急性中毒者も含まれる。

１７思考の障害でないのはどれか。

ａ雌人症

ｂ関係妄想

ｃ観念奔逸

．強迫観念

ｅ連合弛緩

１４他党的聴力検査はどれか。

ａ音叉検査

ｂ遊戯聴力検査

ｃ語音明瞭度検査

ｄ聴性脳幹反応（ABR）

ｅ両耳バランステスト（ABLB）
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１９業務上疾病について正しいのはどれか。

ａ産業医が認定する。

ｂ最も多いのはじん肺である。

ｃ労働者災害補償の保険料は事業者が負担する。

ｄ安全衛生対策は労働基準法に規定されている。

ｅ休業４日以上の業務上疾病は年間１万人以上発生している。

１８６０歳の女性が造影CT検査（ダイナミックＣＴ）を受けた。同じ部位のスライスを別図①②③④に

示す。

撮影された時間順に左から並べたもので正しいのはどれか。

ａ④→①→③→②

ｂ④→③→②→①

ｃ④→②→①→③

ｄ③→②→①→④

ｅ③→①→②→④ ２０心肺蘇生のガイドラインについて正しいのはどれか。

ａ人工呼吸は１回に2秒かけて行う。

ｂ気道確保は下顎挙上法が基本である。

ｃ人工呼吸は胸がしっかり上がるように行う。

ｄ胸骨圧迫は、柔らかいマットの上で行うほうが望ましい。

ｅ胸骨圧迫は1分あたり100回のテンポで、約４～5ｃｍの深さまで押すｃ

③ ④

２１待機的脊椎手術で術前に投与中止すべき薬剤はどれか。

ａ利尿薬

ｂジギタリス

ｃカルシウム桔抗薬

．血小板凝集抑制薬

ｅ副腎皮質ステロイド薬
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２３好酸球の増加がみられるのはどれか。

ａ結核

ｂ回虫症

ｃ粘液水腫

ｄ細菌'性肺炎

ｅ伝染'性単核球症

２２下口唇の処置に対して最も有効な神経ブロックはどれか。

ａ眼嵩上神経ブロック

ｂ眼嵩下神経ブロック

ｃオトガイ神経ブロック

ｄ大後頭神経ブロック

ｅ星状神経節ブロック

Ｉ
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２７組合せで誤っているのはどれか。２４正しいのはどれか。

ａ母子健康手帳の配布は母子保,他法にて規定される。

ｂ低出生体重児の届出は地域保健法に規定されている。

ｃ市町村に母体および乳幼児の他診を行う義務はない。

ｄ母体保護法による人工妊娠中絶は在胎24週未満に適応される。

ｅ虐待を疑われる小児を診察した場合、直ちに保健所に通報する。

時保謹

活保護

児童相談所

福祉事務所

－２０５－７－
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ｂ福祉事務

ｃ保健所一

．社会福祉

ｅ民生委員

一生

ｒ
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身体障害者手帳の交付
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別養護老人ホーム

会福祉事業への協力

社会福祉法人

第１子の染色体の核型

一特

マグネシウム

一社

２８常染色体優‘性遺伝‘性の疾患はどれか。

ａ血友病B

bBecker型筋ジストロフィー

CHurler病

．筋強直性ジストロフイー

ｅ先天'性副腎皮質過形成症

２５正しいのはどれか。

ａ地方術生研究所は市町村が設置する。

ｂ保健所の所長は原則として医師が務める。

ｃ市町村保健センターには医師を配置しなければならない。

ｄ保･健所は福祉六法に定める援護の措置を司る。

ｅ児童相談所は12歳未満の児童に関する様々な相談に応じ、指導などを行う。

２９血圧、皮商温、心拍出量は低下し、末梢血管抵抗は上昇している。

このショックの原因はどれか。

ａ心原性

ｂ出血'性

ｃ敗巾拝件

．アナフイラキシー

ｅ神経原性

２６第１子の染色体の核型を示す。次子の妊娠時に両親に伝える内容で正しいのはどれか。

ａ「母体血清マーカー検査で確定診断が可能です」

ｂ「羊水検査が原因で流産する可能性は約0.3％です」

ｃ「次の妊娠で男児ならば同じ病気になる確率は50％です」

ｄ「血族婚の場合、同じ病気になる可能性が高くなります」

ｅ「次の妊娠で同じ病気になる確率を知るには、両親の染色体検査が必要です」
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３０疾患と制限する項目の組み合わせで誤っているのはどれか。

痛風

脂肪肝

風

健康日本2１

オタワ憲章
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アルマ・アダ宣言
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分

ﾃ動変容

一塩高血圧症

健康教育

健康増進

畢４門

垂１

ウィルソン病

ヘルスプロモーション

プライマリヘルスケア

蛋白質ネフローゼ症候群

薬

３１組合せで誤っているのはどれか。
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法 動喫煙の防止

物乱用防止餓冨ヨ
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３４脊髄腔内投与ができる薬剤はどれか。

ａエトポシド

ｂピンクリスチン

ｃアドリアマイシン

．メソトレキセート

ｅシクロフォスフアミド

『
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３７劣位半球の障害の時に出現するのはどれか。２つ選べ。

ａ観念性失行

ｂ着衣失行

ｃ櫛成失行

．手指失認

ｅ地誌失認

３２エストロゲンの低下に関連しないのはどれか。

ａ動脈硬化

ｂ高脂而拝

ｃ委縮性睦炎

．高血圧

ｅ子宮陸部びらん

３８自宅にて突然の呼吸困難を生じ救急外来へ搬送された中年男性の胸部エックス線写真を示す。

この病態で認められない診察所見はどれか。３３慢性閉塞性肺疾患の治療法として正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ呼吸理学療法

ｂ高流量酸素吸入

ｃ持続的気道陽圧法（CPAP）

ｄ長時間作用型吸入抗コリン薬

ｅエリスロマイシン少量長期投与

ａ頻脈

ｂ血圧低下

ｃチアノーゼ

ｄ頚静脈怒張

ｅフレイルチェスト（動揺胸郭）

３５正しいのはどれか。

ａ感染症法は学校感染症について定めている。

ｂ薬事法は麻薬の取り扱いについて定めている。

ｃ母子保健法は就学時の健康診断について定めている。

ｄ高齢者医療確保法は受動喫煙の防止について定めている。
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胸部エックス線写真

３９肝機能を評価する検査はどれか。

ａ尿素呼気試験

bリンパ球幼若化試験

ｃ経口グルコース負荷試‘験

．クレアチニンクリアランス

ｅインドシアニングリーン（ICG）試験

ｅ労働基準法は業務上の疾病に関し、使用者の補償義務を定めているｃ

３６乳汁分泌について正しいのはどれか。

ａエストロケンは乳腺の発育を抑制する。

ｂ授乳によりオキシトシンの分泌は抑制される。

ｃ授乳によりプロラクチンの分泌は促進される。

ｄオキシトシンはプロラクチンの分泌を抑制する。

ｅ成乳は初乳に比べて免疫グロブリンの含有量が多い〔

４０学童の発育指数でもっとも有用なのはどれか、

aKaup指数

bRohrer指数

ｃ肥満度

ｄＢＭＩ

ｅブローカ指数

－２０５－１０－－２０５－９－
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４３８歳の男児。１週間前より発熱、感冒様症状があり、４日前より口腔内に発疹を認める。その後

顔面、体幹、四肢へと紅斑が出現し拡大したため来院した。

４１３８歳の初産婦。妊娠37週２日に羊水流出感を主訴に来院した。

現病歴：人工授精による妊娠で、妊娠7週から当院で健診を受けていた。児の成長は週数相当

である。３６週に行った血液検査では、Ｄ－ダイマーが３.ａＬＩｇ/ｍノ（非妊時正常値く1.0

昭/ｍｊ)、子宮頚管培養では、Ｂ群レンサ球菌を認めていた。

既往歴・生活歴・家族歴：特記すべきことはない。薬物アレルギー歴もない。

現症：身長１５７ｃｍ、体重７２ｋｇ、体温37.1℃、脈拍７４/分、整。血圧138/７９ｍｍＨｇ・子宮底

長３２ｃｍ、腹囲９５ｃｍ。７～9分間欠で子宮収縮を認める。

検査所見：尿所見：蛋白（一)、糖1+、血液所見：赤血球300万/似、Ｈｂ９６ｇ/dJ、Ｈｔ２８%、白

血球9,000/"Ｉ、血小板19万小Z・

胎児心拍数陣痛図所見：一過性頻脈を認め､一過性徐脈はない｡胎児心拍数基線は150bpmであり、

基線細変動はあった。子宮収縮は７～9分に１回。

内診所見：先進は頭部で子宮口は2ｃｍ開大していた。展退度は40％、ＳＰは－２ｃｍであった。子

宮ロから水様物の流出は持続し、BTB試‘験紙で青変した。

まず投与すべき薬物はどれか。

ａインスリン

ｂオキシトシン

ｃアンピシリン

．ベタメタゾン

ｅインドメタシン

口腔粘膜の臨床写真を示すｃ

考えられる疾患はどれか。

ａ風疹

ｂ麻疹

ｃ水痘

ｄ伝染性紅斑

ｅ突発性発疹
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口腔粘膜の写真

４４３０歳の男性。言動の変化を心配した妻に伴われて来院した。半月前から「外にでると監視され

ている」と言って部屋にこもり仕事に行かず、食事もあまりとらない。精神保釧健指定医が診察し

入院が必要であると診断されたが、本人は入院を拒んでいる。妻は入院の必要性をよく理解して

いる。

対応として適切なのはどれか。

ａ応急入院

ｂ措置入院

ｃ医療保護入院

．任意入院

ｅ外来治療

ｊ
国
‐
Ｊ

Ｉ
Ｊ
】
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４２６８歳の女性。自宅クローゼットで首を吊っているのを長男が発見した。立位で足は浮いている

状態であった。直ちにロープを切り仰向けに寝かせ、救急隊を要請したが搬送されなかった。発

見から８時間後に行われた検案により死後24時間と推定された。

死斑の発現部位はどれか。２つ選べ。

ａ背部

ｂ手部

c顔面部

ｄ左右上腕後面

ｅ左右下肢全面

４５６５歳の男性。４５年間の喫煙歴がある。lか月前から哩声が続き、受診した。のどの痛みはない。

喉頭ファイバー検査にて、右の声門部に限局して発赤を伴った隆起を認め、生検にて、肩平上皮

癌の診断が得られた。

治療法はどれか。

ａ喉頭全摘術

ｂ喉頭全摘術および右頚部リンパ節郭清

ｃ喉頭全摘術および両側頚部リンパ節郭清

ｄ放射線単独療法

ｅ局所動注化学療法

－２０５－１１－



高脂血症を指摘され、治療を受けていた。夕食後、入浴した

子を見たところ、洗い場で倒れてぐったりしていた。すぐに

f、
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４８３２歳の女性。１か月前に39℃台の発熱が出現し、その後立ちくらみ、励倖、息切れを感じ為よ

うになり来院した。血液所見：白血球6,140、赤血球270万、Ｈｂ９．１９/dJ、Ｈt26.1％、血小板２１２

万。血液生化学所見:総ビリルピン146ｍｇ/ｍＪ，AST711U/Z、ALT441U/ﾉ、LDH8121U/ノ（基

準176～353)。免疫学所見：ＣＨ５０１３０Ｕ/ｍノ（韮準２５～54)、Ｃ３４５ｍｇ/dノ（基準６９～128)、Ｃ４

１１ｍｇ/dＪ（基準14～36)、直接クームス陽性、間接クームス陽性。

この患者にみられる検査所見はどれか。

ａ直接ピリルピン優位の上昇

ｂ血清タンパクα2分画低下

ｃＬＤＨ５型優位の上昇

ｄ網状赤血球数減少

ｅ血清カリウム低値

４６６３歳の男性｡家族歴および既往歴には特記すべきものはない。最近は‘‘すぐに疲れてしまう''、"気

分が滅入ってしまう',、“死にたい'’など家族にこぼすことが多くなった。自室で、倒れているの

を発見され救急要請された。救急隊現着時には堰吐および便失禁を認めた。吐物はニンニク臭を

放っていた。また、ラベルのはがれた空瓶が近くに転がっていた。初診時、意識はJCS100、瞳孔

は縮瞳していた。呼吸数２０/分。脈拍３８/分、整。血圧120/８０ｍｍＨｇ・体温35.4℃であった。発

汗および流延が著明であった。呼吸状態が悪く、気道分泌物が著明で、聴診では全肺野に瑞鳴が

認められ､非再呼吸式リザーバー付フェイスマスクで酸素１０〃分投与してもSpO2は90％前後であっ

た。

診断上重要な血液生化学検査所見はどれか。

ａＣＫ

ｂＡＳＴ

ｃＬＤＨ

ｄＡＭＹ

ｅＣｈＥ

４９８８歳の女’性。在宅療養、寝たきり。往診時、仙骨部に撫婿を発見した。感染の徴候や骨の露出

は認めず、創面は良好な肉芽に覆われていた。

梶癒管理として適切でないのはどれか。

ａ栄養管理

ｂ体向指示

ｃ入浴の禁止

ｄ創の局所処置

ｅ新たな樗措予防

４７６５歳の男性。１０年前より高血圧、高脂血症を指摘さオ

がなかなか出てこないため家人が様子を見たところ、％

救急車にて病院に搬送された。

来院時の意識レベルはJCSII-30、血圧180/８８ｍｍＨｇ。

この疾患についての説明で誤っているのはどれか。２

ａ脳室内出血がある。

ｂ高血圧性脳内出血混合型である。

ｃ左半身麻陣が後遺症として残存する。

ｄ急性期リハビリは再出血防止のため行わない。

ｅＦＩＭまたはBarthelindexは回復期ADLの評価

に有用である。

「
一
酔
廊
“
？

ｇｏ頭部ＣＴスキャン画像を示す。

２つ選べ。

５０８０歳の女性。かかりつけ医への定期受診時に、家族が患者について１年前から物忘れが目立ち、

２か月前から夜間の俳掴をするなどの異常行動を訴えた。食事や排世などの日常生活は自立してい

るが、６０歳の長女が一人で介護をしている。長女は介護生活に疲れ果てたと訴え、焦燥感をつの

らせている。

かかりつけ医の対応として適切なのはどれか。

ａ経過を観察する。

ｂ患者を措置入院させる。

ｃ長女に抗うつ薬を処方する。

ｄ老人短期入所施設を紹介する。

ｅ長女に仕事を辞めて介謹するように説得する。

頭部ＣＴスキャン画像

－２０５－１４－－２０５－１３－



正しいのはどれか。

ａ熱型観察を優先する。

ｂブドウ球菌感染である。

ｃ海外渡航歴が重要である。

。本症には予防接種が有用である。

ｅ刺し口のある皮疹が診断に有用である。

罰

ｒ
凶

2010(H22)年度6年生総合試験問題

５４４３歳の女性。２日前の朝から、咽頭痛あり。家事を行っていた午前中に悪寒、戦1栗を伴って

39.5℃の発熱あり。同日、近医を受診し、血液検査で白血球が18,400/皿で紹介受診となった。

既往歴で３年前に外傷性牌損傷で牌臓を摘出した。来院時、意識清明。身長１６２ｃｍ、体重

５５．３ｋｇ･体温38.7℃･脈拍115/分､整。血圧１１０/６５ｍｍＨｇ・表在リンパ節触知せず。心雑音なし。

呼吸音に異常なし。腹部は平坦で圧痛を認めない。下肢浮腫なし。

検査では、尿蛋白l+、糖（－)、潜血（一)、沈置正常。赤血球398万。Ｈｂｌ３２ｇ/ｄｊ、Ｈt40％、

白血球13,500．血小板１４万。血液生化学所見：総蛋白７．５９/dJ、アルブミン４．０９/dJ、尿素窒素

２２ｍｇ/dJ，クレアチニン０．９ｍｇ/ｄｊ、総ピリルビン１．０ｍｇ/dJ、ＡＳＴ３０１Ｕ〃、ＡＬＴ３４１Ｕ/J、ＣＲＰ

15.5ｍｇ/ｄｊ、血液塗抹標本を示す。胸部エックス線写真に異常を認めない。

５１３４歳の１回経産婦。これまでに他診で異常を指摘されたことはなかった。妊娠41週１日に子宮収

縮と破水感を訴え受診した。身長１５８ｃｍ、体重６０ｋｇ（非妊時５２ｋｇ)、血圧110/７０mmHg、子

宮底長３３ｃｍ・内診所見は先進部が児頭で下降度はSP-1、子宮口は5ｃｍ開大、展退度は50％であり

羊水流出を認め、子宮収縮を８分間隔で認めた。

この妊婦の状態として正しいのはどれか｡

ａ過期産である。

ｂ適時破水である。

ｃ子宮口全開大である。

ｄ陣痛発来をしている。

ｅ児頭は骨盤内に陥入している。

ｒ弓
。

L』

５２生後３日の新生児。在胎40週､2,9009､Apgarスコア９点（１分）で出生した。哨乳は良好で､排便、

排尿も認められている。

この児にあてはまらない所見はどれか。

ａ心拍数１２０／分

ｂ呼吸数４３／分

ｃ体温度が３７．３℃

ｄ授乳間隔が８時間

ｅ排便回数が１日４回

５３４０歳の男‘性。建築作業中に錆びた鉄板で左前腕を３ｃｍ程度切り受傷した。翌日になり受傷部位

を中心に嬉痛が強くなり来院した。受傷から約１２時間経過し、創周囲は強く腫脹しI多開している。

創部に行う初期治療として適切でないのはどれか。

ａ消毒

ｂ洗浄

ｃ縫合閉鎖

．ブラッシング

ｅ挫滅組織切除

血液塗抹標本

矢印のように２つ連なった球菌を認める

－２０５－１６－－２０５．１５－
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５７７２歳の男性。５０歳代より高血圧の内服加療をしている。２週間前から歩行時に胸部圧迫感を自

覚するようになった。一昨日より安静時にも同様の症状が出現していたが放置していた。本日起

床後に突然胸部圧迫感が出現し持続するため救急車を要請した。来院時脈拍９４回/分、整。血圧

７６/４０ｍｍＨｇ･検査所見血液所見：赤血球３８０万、Ｈｂｌ２７ｇ/dJ、Ｈt３１％、白血球12,000、血

小板２５万。血清生化学所見：血糖１３４ｍｇ/dJ、総蛋白６．５９/dﾉ、尿素窒素３０ｍｇ/dﾉ、クレアチニ

ン0.9ｍｇ/dJ、総コレステロール230ｍｇ/dJ、ＧＯＴ158単位（正常40以下)、ＧＰＴ47単位（正常

３５以下)、ＣＫ1,836単位（正常10～40)、Ｎａｌ３６ｍＥｑ/J、Ｋ３８ｍＥｑ/ｊ、Cl98mEq/Ｉ。直ちに行っ

５５４８歳の女性。４年前にI川肢の脱力発作と口腔の乾燥感が出現した。数日前から両下肢の脱力を

自覚し来院した。脈拍９０/分、整。血圧９８/６０ｍｍＨｇ、心音、呼吸音に異常なし。尿所見：蛋

白（一)、潜血（一)。動脈血カス分析（自発呼吸、ｒｏｏｍair）：ｐＨ7.28、PaO296Torr、PaCO，

２８Torr，HCO313mEq"･血液所見:Ｈｂｌ３ｇ/dﾉ、白血球7,000、血小板２８万。血液生化学所見：

尿素窒素１７ｍｇ/ｄｊ、クレアチニン０．７ｍｇ/ｄｊ、Ｎａｌ３８ｍＥｑ/ｊ、Ｋ２２ｍＥｑ/ﾉ、Ｃｌｌｌ６ｍＥｑ/J、血

糖１２３ｍｇ/ｄＩ。

原因はどれか。

ａ糖尿病'性腎症

bBartter症候群

cSj6gren症候群

ｄ周期性四肢麻媒

ｅ原発性アルドステロン症

た冠動脈造影所見（左冠動脈）を示す。

正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ利尿薬の投与

ｂジギタリスの投与

ｃカテコールアミンの投与

．大動脈内バルーンパンピングの使用

ｅショックが改善したのちに再龍流療法を行う。5675歳の男性｡8年前より労作時呼吸困難を自覚していた。半年前から下腿浮腫を時折認めており､

近頃は労作時呼吸困難のため休み休みでなければ50ｍ以上歩行できない状態であった。３日前から

発熱、11”Eの増堂および呼吸困雌の増悪を認めたため、受診した。

喫煙歴は２０本/日を55年間。意識清明、体温38.5℃、脈拍110/分、血圧150/８０ｍｍＨｇ、聴診

上全肺野にwheezesを聴取、両下腿の浮腫とばち指を認めた。動脈血液ガス分析では、室内気下で

ｐＨ7.33、PaCO269Torr、Paoﾜ５３Torr，ＨＣＯ５３４ｍＥｑ/ﾉであった。

ただちに行うのはどれか。

ａ気管支拡張薬の投与を開始する。

ｂ鼻カニューラで酸素を０．５〃分で投与を開始する。

ｃリザーバーバッグ付きのフェイスマスクで酸素を１０J/分で投与を開始する。

ｄ非侵襲的陽圧換気療法（NPPV）を開始する。

ｅ侵襲的陽圧換気療法（ＰＰＶ）を開始する。

－２０５－１７－
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６１７８歳の男性。高熱を主訴に来院した。３日前から鼻汁と咽頭痛とが出現し、今朝から悪寒・戦

’|栗と39℃台の発熱、頭痛、全身倦怠感および筋肉痛を訴え、食事が摂取できなくなった。介護老

人福祉施設に入所中であり、同様の症状を呈するものが周囲にいる。意識は清明。疲労顔貌を呈

している。脈拍９２/分、整。血圧128/８４ｍｍＨｇ・呼吸音に異常はない。鼻腔粘膜病原微生物抗原

検査を行った。

正しいのはどれか。

ａＩ類感染症として届け出る。

ｂ直ちに患者にワクチン接種を行う。

ｃノイラミニダーゼ阻害薬の適応がある。

ｄニューキノロン系抗菌薬が有効である。

ｅ空気感染による他人への感染に注意するように指導する。

５８小児の腹部診察で誤っているのを選べ。

a肥厚性幽門狭窄症では､膳と左季肋部の中間で腹直筋の左で､ｵﾘｰブ大の腫癌を認める｡

ｂ腸重積症では、上腹部から右側腹部にかけて、ソーセージ様の腫癌を認める。

ｃ腹膜炎ではreboundtendernessを認める。

ｄ腎孟腎炎では肋骨一椎骨角で殴打痛を認める。

ｅ糖尿病性ケトアシドーシスのⅡ匠吐は咽吐中枢が直接刺激されるために出現する。

５９２３歳の男性。２か月前から腹痛と下痢を認めるも放置していた。１週間前より腹痛増強し、食欲

も低下、37.8℃の発熱を認めたため来院した。

既往歴：２１歳時に虹門周囲膿傷。

現症：身長172ｃｍ､体重58ｋｇ･体温37,6℃､脈拍９２/分､整｡血圧１０８/６６mmHg･腹部は平坦、

軟。膳周囲に圧痛を認める。

検査所見：血液所見：白血球12,000、赤血球３９２万、ＨｂｌＯ,１９/dJ、Ｈt３０％、血小板４８万。血液

生化学所見：総蛋白５．６９/dJ、アルブミン２．６９/dﾉ、総コレステロール１１２ｍｇ/dJ、ト

リグリセリド６７ｍｇ/dZ、ＣＲＰ１２．３ｍｇ/dJo

診断法として適切でないのはどれか。

ａ腹部CT検査

ｂ小腸造影検査

ｃ大腸内視鏡検査

ｄ上部消化管内視鏡検査

ｅポジトロンエミッション断層撮影（FDG-PET）

６２７０歳の男性。突然の胸痛と続発する呼吸苦を主訴に救急車にて来院。心電図上、広範前壁の急

性心筋梗塞所見と診断された｡来院時血圧６６/４０ｍｍＨｇ､脈拍は微弱で120拍/分｡心エコー図では、

左室前側壁の壁運動が著しく低下しており、左室駆出分画は３５％であった。

本症例で想定される身体所見として矛盾しないのはどれか。

ａ尿量が時間ｌＯＯｍｊ以上になる。

ｂ四肢は温かく乾燥している。

ｃ意識混濁がみられる。

ｄ膿性疾のⅡ客出がみられる。

ｅ広範囲の肺野で呼吸音が減弱する。

６０５５歳の男性。労作時の胸痛を主訴に来院した。脂質異常症で近医通院中。外来で施行した運動

負荷201Tl心筋シンチグラム（左：負荷時、右：安静時）を示す。

責任病変として考えられるのはどれか。

百
唾

ａ右冠動脈

ｂ左冠動脈主幹部

ｃ左前下行枝近位部

ｄ第１対角枝

ｅ回旋枝

『
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運動負荷2olTI心筋シンチグラム
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６３この疾患について、誤っているのはどれか。

ａ腎動脈下の病変が最も多い。

ｂ成因の大部分が粥状動脈硬化変'性である。

ｃ紡錘状のものは嚢状のものに比べて破裂のリスクが高い。

ｄ雁患率は男性が高い。

ｅ破裂した場合の救命率は10-30％くらいである。

次の文を読み､63~65の問いに答えよ｡

症例：６８歳の男性｡数日前に発熱と下痢を認め近医を受診した｡急性感染性胃腸炎と診断されたが、

この際の腹部所見にて腹部拍動性腫癌を指摘され、紹介受診となった。

既往歴）高血圧を指摘されるも放置

生活歴）喫煙歴１日20本×40年間。飲酒歴はない。

現症）意識清明。身長１６３ｃｍ、体重６５ｋｇ・体温364℃･脈拍７２回/分、整。血圧165/100ｍHg・

心音と呼吸音に異常を認めない。腹部に約4ｃｍの拍動性の腫癌を触知するも圧痛は認めない。

検査所見）血液所見：赤血球450万、Ｈｂｌ５２ｇ/dJ、Ｈt４２％、白血球6,500、血小板２２万。血液生 ６４この疾患の手術治療について、誤っているのはどれか。

ａ手術法にステントグラフ卜内挿法がある。

ｂ傍腎動脈型はステントグラフト内挿法の良い適応である。

ｃ癌径５０ｍｍ以上は手術適応である。

ｄ待機手術の場合の手術死亡率は1％前後である。

ｅ痛径４０ｍｍ以上のもので、半年で5ｍｍ以上の痛径の拡大は手術適応である。

化学所見：血糖２２６ｍｇ/dI、ＨｂＡ１ｃ７､4%、総蛋白７．３９/dJ、アルブミン３．８９/dJ、尿素

窒素１５ｍｇ/ｄＩ、クレアチニン０．８ｍｇ/dJ、総コレステロール２９０ｍｇ/ｄｊ、トリグリセ

リド３６４ｍｇ/dJ、Ｎａｌ４４ｍＥｑ/ｊ、Ｋ３８ｍＥｑ/J，ＣｌｌＯ８ｍＥｑ/ﾉ。腹部造影ＣＴの所見を

示す。

－２０５－２１－

６５この症例はしばらく外来で経過観察の方針となった。管理指導する上で最も重要なことはどれか。

ａ禁煙指導

ｂ高脂血症の是正

ｃ血圧管理

ｄ血糖管理

ｅダイエット指導

~

一－

腹部造影CTの所見

－２０５．２２－
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次の文を読み、６９～71の問いに答えよ。

５２歳の男性、左利き。全身けいれんと意識障害のため搬入された。

現病歴：６日前から39℃の発熱が出現。２日前から話のつじつまが合わなくなり近医を受診。感冒

薬を処方された。本日午後5時から左半身から始まる全身けいれんが出現し、意識が低下

した。救急車で搬送途中、けいれん発作が出現した。

既往歴、生活歴、家族歴：特記すべきことはない。

現症（午後6時）：意識レベル：閉眼しており痛み刺激でも開眼しないが、痛み刺激に対して右上

下肢には払いのけるなどの動作がみられる。瞳孔は3ｍｍ、左右同大、対光反射

迅速。右への共同偏視を認めた。四肢筋トーヌスは低下しており、上肢落下試

験では左上肢は顔面に落下する。深部腿反射は異常なし。項部硬直、Keming徴

候陰性。体温37.1℃・脈拍９０/分。血圧140/９０ｍｍＨｇ・

検査所見：尿所見：蛋白（－)、糖（－)。血液所見：赤血球４０９万、Ｈｂｌ２９ｇ/dJ、Ｈt３６．５％、

白血球9,000、血小板１５万、血液生化学：血糖１３８ｍｇ/dj，総蛋白７．３９/d/、尿素窒素

１１ｍｇ/dﾉ、クレアチニン０．５ｍｇ/dﾉ、総コレステロール２００ｍｇ/dJ、トリグリセリド

120ｍｇ/dJ､総ピリルピン0.3ｍｇ/dJ､AST221U/ﾉ､ALT161U/ﾉ､LD1871U/ノ（基準：

119-229)、ＣＫ１８３皿/Ｚ（基準：60-247）

髄液検査：細胞数120/皿、蛋白１５９ｍｇ/dZ、糖９０ｍｇ/dJo

頭部単純MRIを示す。

次の文を読み、６６～68の問いに答えよ。

２６歳の女性。意識障害を主訴に搬送された。

現病歴：１年前に健診にて高血糖を指摘されていたが、医療機関の受診はしていなかった。１ケ月

前より、口渇、易疲労感を自覚し、清涼飲料水を多堂に摂取していた。１週間より上気道

症状、３８℃台の発熱が出現し、全身倦怠感の増悪と、食欲低下、'１厘気も自覚していた。今

朝､起床せず､ベｯドにて意識がもうろうとしている所を家族に発見された｡

既往歴：特記すべき事なし

家族歴：特記すべき事無し

現症：身長１５７ｃｍ､体亜４３５ｋｇ･体温37.8℃・呼吸数30/分｡脈拍106/分｡血圧８８/42ｍｍＨｇ･

意識はJCSⅡ-20、咽頭に発赤を認め、口腔内、舌は乾燥しているが、胸腹部に異常所見は

認めない。

検査所見：赤血球４８７万、Ｈｂｌ６３ｇ/dJ、Ｈt４７．５％、白血球11,300．尿素窒素２８ｍｇ/dJ、クレ

アチニン１９ｍｇ/dﾉ、Ｎａｌ４９ｍＥｑ/ﾉ、Ｋ５．５ｍＥｑ/ｊ、Ｃｌｌｌ２ｍＥｑ/ﾉ、ＣＲＰ１．９ｍｇ/dJ、

血糖６３２ｍｇ/dﾉ、ＨｂＡｌｃ１０．５％、動脈血液ガスｐＨ７．１０、PaO2902Torr、PaCO2

２８．３Torr、ＨＣＯ３ｎｍＥｑ〃

尿タンパク（一)、尿糖4+、尿ケトン体3＋。

６６本症例の病態でみられるのはどれか。２つ選べ。

ａ高張性脱水

ｂ心原性ショック

ｃ代謝性アシドーシス

．糖尿病‘性腎症による腎不全

ｅ非ケトン性高浸透圧性昏睡

頭部単純ＭＲｌ
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６７初期治療で投与するのはどれか。

ａ抗菌薬

ｂ生理食塩水

ｃ５％ブドウ糖液

ｄ新鮮凍結血築

ｅカテコラミン製剤

６８原疾患の診断に有用な検査はどれか。

ａ抗核抗体

ｂ抗GAD抗体

ｃ抗利尿ホルモン

ｄ副腎皮質刺激ホルモン

ｅ抗サイログロブリン抗体

５０回２



７０入院時みられた左片麻源と意識障害は改善し、入院翌日には両上肢挙上保持可能となった。

Ｆ可

６ｋ
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６９意識レベルはJapanComaScaleでどれか｡

all-10

bll-20

cll-30

dlll-100

elll-200

Ｆ
凶

左片麻嘩の原因はどれか。

ａ脳梗塞

ｂ血管難縮

cTodd麻嘩

ｄ半側身体失認

ｅ一過性脳熊血発作

７１適切な治療法はどれか。２つ選べ。

ａｔ－ＰＡの静注

ｂジアゼパムの筋注

ｃヘパリンの持続静注

ｄフェニトインの点滴静注

ｅアシクロビルの点滴静注
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